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苛性ソーダ
PHを調節します

かせい
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自
然
に
恵
ま
れ
た
小
田
原
に
は
、河
川
水
や
地
下
水
、

湧
き
水
な
ど
豊
か
な
水
源
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
れ
ら
を
水
道
水
の
も
と
と
な
る「
原げ

ん

水す
い

」

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
高
田
浄
水
場
で
つ
く
ら
れ
た
水
道
水
は
、
中
河
原
配

水
池ち

・
久
野
配
水
池
な
ど
に
送
ら
れ
、
家
庭
な
ど
に
届

け
ら
れ
ま
す
。
酒
匂
川
の
水
の
他
、
小
峰
配
水
池
で
は

地
下
水
を
、
片
浦
地
区
で
は
地
下
水
や
湧
き
水
を
原
水

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
橘
地
区
に
は
、
神
奈
川
県
営
水
道
が
給
水
し

て
い
ま
す
。

暮
ら
し
に
大
切
な
水
道
水

豊
か
な
水

  

営
業
課
　
☎
41 - 
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水
に
恵
ま
れ
た
小
田
原

第三水源地

飯泉取水せき

第一水源地

第二水源地

中河原配水池

高田浄水場

久野配水池

小峰配水池

相　模　湾

市役所水之尾配水池

新久野配水池

いいだおか

あなべ

いりうだ

かざまつり
箱根登山線

はこねいたばし

こうづ

しもそが

とみず

諏訪原配水池

中曽根補助水源地

狩
川

酒
匂
川山

王
川

早
川

曽
我
梅
林

かものみや

おだわら

東海道新幹線

東海道本線

Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線

小
田
急
線

大
雄
山
線

小峰給水区域

久野給水区域

中河原給水区域

根府川
第一水源地

根府川
第一浄水場

根府川
高区配水池

米神水源地

米神配水池
根府川
低区配水池根府川

第三水源地

江之浦配水池

根府川第二浄水場
根府川第二水源地

石橋水源地
石橋配水池

根府川給水区域

米神給水区域

石橋給水区域

江之浦給水区域

小田原の給水区域

片浦地区給水区域

飲
み
水
、
風
呂
、
台
所
、
洗
濯
、ト
イ
レ 

…

日
常
生
活
の
中
で
、
誰
も
が
水
道
水
を
使
って
い
ま
す
。

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
当
た
り
前
の
よ
う
に
出
て
く
る
水
道
水
。

ど
の
よ
う
に
家
庭
な
ど
に
届
け
ら
れ
て
い
る
か
知
って
い
ま
す
か
。
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酒
匂
川
か
ら
取
水
し
た
水
は
、
汚
れ
や
濁
り
の
原
因

と
な
る
物
質
を
薬
品
で
沈
め
、
そ
の
上
澄
み
を
ろ
過
し

た
後
、塩
素
で
滅
菌
消
毒
し
、水
道
水
に
な
り
ま
す
。

　
工
程
ご
と
に
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
た「
水
質
基
準

項
目
」に
適
合
し
て
い
る
か
検
査
し
、安
全
性
を
厳
し
く

チェッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　
お
い
し
い
水
道
水
を
家
庭
な
ど
に
届
け
る
た
め
、
活

性
炭
処
理
を
行
い
、
川
の
に
お
い
を
取
り
除
い
て
い
ま

す
。ま
た
、カ
ル
キ
臭
の
原
因
と
な
る
塩
素
の
使
用
量
抑

制
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
水
道
局
で
は
、こ
れ
か
ら
も
安
全
で
お
い
し
い
水
を
提

供
す
る
た
め
、
現
在
、
薬
品
注
入
施
設
を
新
し
く
す
る

工
事
を
行
って
い
ま
す
。

　
自
然
に
恵
ま
れ
た
小
田
原
に
は
、河
川
水
や
地
下
水
、

湧
き
水
な
ど
豊
か
な
水
源
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
れ
ら
を
水
道
水
の
も
と
と
な
る「
原げ

ん

水す
い

」

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
高
田
浄
水
場
で
つ
く
ら
れ
た
水
道
水
は
、
中
河
原
配

水
池ち

・
久
野
配
水
池
な
ど
に
送
ら
れ
、
家
庭
な
ど
に
届

け
ら
れ
ま
す
。
酒
匂
川
の
水
の
他
、
小
峰
配
水
池
で
は

地
下
水
を
、
片
浦
地
区
で
は
地
下
水
や
湧
き
水
を
原
水

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
橘
地
区
に
は
、
神
奈
川
県
営
水
道
が
給
水
し

て
い
ま
す
。

安
全
で
お
い
し
い
水
を

届
け
る
た
め
に
…

お
い
し
い
水
を
つ
く
る

安
全
な
水
を
つ
く
る

薬品注入施設工事

高田浄水場では、市内に配水する水道水の約80％をつくっています。
飯泉取水せきで取水した酒匂川の水は、横浜市・川崎市など県東部や、厚木市・平塚市など県営水道の給水地域にも届けられています。

❶飯泉取水せき
酒匂川の水をせき止め、ポンプを
使って高田浄水場まで送ります。
水は約2時間かけ、浄水場に着き
ます。

❽配水池
ち

浄水場でつくった水道水が送ら
れるタンクです。
ここから家庭などに、配水されま
す。

❷着
ちゃく

水
すい

井
せい

浄水場で、水が最初に着く場所
です。
PAC（凝集剤）や消毒用の塩素、
においなどを取り除く活性炭を
入れます。

❼浄水池
ち

・ポンプ井
せい

きれいになった水は、ここに蓄え
られます。
浄水池からポンプ井に入り、ポ
ンプで配水池まで送られます。

❸フロック形成池
ち

水の汚れを、綿のようなふわふ
わした塊にします。
この塊を「フロック」といいます。

❻塩素混和池
ち

水はここでもう一度、塩素で消
毒されます。
地下にあるため、人の目には触
れません。

❹沈でん池
ち

フロックを沈める大きな池です。
沈んだフロックは機械で集めら
れ、排水処理設備に送られた後、
セメント材料などになります。

❺急速ろ過池
ち

沈でん池で沈まなかった小さな
フロックは、ここできれいにろ過
されます。
池の底には、砂と砂利が90cm
の厚さで敷き詰めてあります。
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第二水源地

中河原配水池

高田浄水場

久野配水池

小峰配水池

相　模　湾

市役所水之尾配水池

新久野配水池

いいだおか

あなべ

いりうだ

かざまつり
箱根登山線

はこねいたばし

こうづ

しもそが

とみず

諏訪原配水池

中曽根補助水源地

狩
川

酒
匂
川山

王
川

早
川

曽
我
梅
林

かものみや

おだわら

東海道新幹線

東海道本線

Ｊ
Ｒ
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小
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大
雄
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高田浄水場で酒匂川の水が水道水になるまで…
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ご
家
庭
な
ど
に
水
を

届
け
る
た
め
の
配
水
管

か
ら
分
岐
し
た
水
道
管

と
、
こ
れ
に
直
結
す
る

蛇
口
な
ど
を
給
水
装
置

と
い
い
ま
す
。

　
給
水
装
置
の
修
理
に

つ
い
て
は
、
使
用
者
の

ご
負
担
で
対
応
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

「
蛇
口
を
締
め
て
も
水
が
止
ま
ら
な
い
」「
家
の
敷
地
内
で
水
が
噴
き
出
し
た
」な
ど
、修
理

が
必
要
な
場
合
は
、小
田
原
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
、ま
た
は
株
式
会
社
小
田
原
水

道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
24
時
間
対
応
）に
ご
連
絡
を
！

●
小
田
原
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

　
　
　
　   

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
暮
ら
し
」を
ク
リ
ッ
ク
→「
上
・
下
水
道
」の「
水
道
」→

「
給
水
装
置
に
つ
い
て
」の「
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
一
覧
表
」

●
株
式
会
社
小
田
原
水
道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
42-

2
8
8
2

公
道
の
漏
水
な
ど
に
も
、24
時
間
体
制
で
対
応
し
ま
す
！

●
平
日（
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）　
給
水
課
維
持
係 

☎
41-

1
2
3
5

●
夜
間
、土
・
日
曜
日
、祝
日

　
株
式
会
社
小
田
原
水
道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
42-

2
8
8
2

　
水
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
分
、
炭
酸
ガ
ス
、

臭
気
の
少
な
さ
な
ど
が
、
水
の
お
い
し
さ
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
厚
生
省（
現
厚
生
労
働
省
）の
諮
問
機
関

「
お
い
し
い
水
研
究
会
」
は
、「
お
い
し
い
水

の
水
質
要
件
」
7
項
目
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

市
の
水
は
、
こ
の
要
件
を
ほ
ぼ
満
た
し
て
い
る

た
め
、お
い
し
い
水
を
提
供
で
き
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
水
っ
て
？

蒸
発
残
留
物

　
水
が
蒸
発
し
た
後
に
残
る
物
質
で
、
成
分
は

主
に
ミ
ネ
ラ
ル
分
。
適
度
に
含
む
と
味
が
ま
ろ

や
か
に
な
る
。

硬
　
度

　
ミ
ネ
ラ
ル
分
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
の
含
有
量
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）

で
は
、
硬
度
1
2
0
㎎
／
ℓ
以
下
を
「
軟
水
」

と
定
義
し
て
い
る
。

遊
離
炭
酸

　
水
に
溶
け
て
い
る
炭
酸
ガ
ス
。
適
度
に
含
む

と
爽
や
か
さ
を
与
え
る
一
方
で
、
多
す
ぎ
る
と

刺
激
が
強
く
な
る
。

過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
消
費
量

　
水
に
含
ま
れ
る
有
機
物
量
。
数
値
が
低
い
ほ

ど
よ
い
。

臭
気
強
度

　
水
の
に
お
い
の
強
さ
。数
値
が
低
い
ほ
ど
よ
い
。

残
留
塩
素

　
水
に
残
る
消
毒
用
の
塩
素
。
多
く
残
る
と
カ

ル
キ
臭
の
原
因
に
な
る
。

水
　
温

　
体
温
よ
り
20
～
25
℃
低
い
水
温
が
、一
番
お

い
し
い
と
感
じ
る
。

※�

詳
し
い
水
質
検
査
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

水質項目 おいしい水の
要件値

中河原
配水池

久　野
配水池

小　峰
配水池

根府川低区
配水池

蒸発残留物 30～200㎎/
ℓ 112 119 149 79

硬　度 10～100㎎/
ℓ 64 63 79 24

遊離炭酸 3～30㎎/ℓ 2 3 2未満 2未満

過マンガン酸
カリウム消費量 3㎎/ℓ以下 1.3 1.2 0.3未満 0.3未満

臭気強度 3以下 1未満 1未満 1未満 1未満

残留塩素 0.4㎎ /ℓ以下 0.32 0.34 0.28 0.30

水　温 最高20℃以下 18.7 17.7 17.7 17.1

給
水
装
置
は

使
用
者
の

財
産
で
す

水
道
、公
道
の
漏
水
な
ど
で
お
困
り
の
と
き
は
…

平成25年度給水区域ごとの水質検査結果（年平均値）

止水栓

道　路（公　道）

配水管
（本管）

宅　地
配水管
（本管）

使用者（給水装置の所有者） 水道局
使用者（給水装置の所有者）（有料） 水道局（無料）

副止水栓

逆止弁
水道メーター

メーターボックス

道路境界線

※メーターボックスと水道メーターは市が貸与

給水装置（配水管の分岐から蛇口まで）名　　称
財　　産
漏水修理

給水装置の管理区分

　



広報　小田原　2014.7.15

　5月下旬、足柄平野の各地に広がる田んぼに水が入
り、6月上旬までには稲が植えられ、一面の水面に若
い稲葉がそよぐ、この季節。見方を変えると、まるで
どこまでも打ち続く水の上に、町や集落が浮いている
かのよう。酒匂川や狩川などから分岐され、平野を縦
横に巡る水路からは、いつも水の流れる音が聞こえてく
る…。私たちが慣れ親しんだ、ふるさとの情景です。
　富士山や丹沢、箱根外輪山に源を発する数多くの
川に潤され、身近な空間に水辺があり、人間だけでな
く、鮎

あゆ

やホタルなどさまざまな命が息づくまち。平野の
中にある無数の井戸から、滾

こん

々
こん

と水が湧くまち。20km
以上に及ぶ海岸線をもち、水産で栄えてきたまち。古
くから、造り酒屋・蒲

かま

鉾
ぼこ

・豆腐など、良質な水が欠か
せない多くのなりわいや、茶の湯文化を育ててきたま
ち。フィルムや製薬、精密機械など、水に支えられる
産業が発展してきたまち…。優れた質と十分な量をも
つ「水」は、小田原の魅力と活力を支え、ここに暮ら
す私たちの命と、心身の健康、そして無数の営みを支
える、まさにかけがえのない恵みです。
　この恵みは、足柄平野を抱くように存在する水源
林としての広大な森、そこに水源を発する幾つもの清
流、そこから分岐された用水を通じてもたらされる田ん
ぼの水、それらが長い年月をかけて蓄えてきた豊富な
地下水などによって、私たちにもたらされています。最
近の研究では、富士から箱根にかけての山域から相
模湾に注ぐ、極めて顕著な地下水脈の存在も明らか
になってきています。
　また、この地域の豊かな水は、酒匂川から取水され
て横浜・川崎・横須賀方面などに送水され、そこに
暮らす多くの皆さんの貴重な飲料水にもなっています。
つまり、小田原を含めた足柄平野全体は、県東部の
人たちの水源域でもあるのです。
　私たちが、これからも未来永

えい

劫
ごう

、豊かで質のよい水
の恵みにあずかり続けるためにも、日々 当たり前に眺め
ている森や川、そこに繰り広げられてきた水にまつわる
さまざまななりわいや文化をいとおしみ、大切に守り、
受け継いでいきたいものです。

「水」のある風景

小田原市長　加藤 憲一

ス
ム
ー
ズ
な
給
水
に
向
け
て

災
害
時
給
水
拠
点

　
市
で
は
、
配
水
池
な
ど
の
施
設
を
災
害
時
給
水
拠
点
と
し
て
整

備
し
て
お
り
、
災
害
時
の
応
急
給
水

活
動
に
利
用
し
ま
す
。ま
た
、緊
急
連

絡
管
に
よ
り
近
隣
水
道
事
業
体
と
接

続
し
、
災
害
時
な
ど
の
相
互
給
水
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

応
急
給
水
訓
練

　

水
道
局
で
は
災
害
時
に
備
え
、
応

急
給
水
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
定
期
的
に
実
施
し
、
災
害
時
の

体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

災
害
対
策
の
推
進

　

近
年
、
各
地
で
発
生
し
て
い
る
大

規
模
地
震
に
よ
り
、
全
国
的
に
水
道

施
設
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
局
で
は
、
災
害
時
に
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
飲
料
水
を
確

保
す
る
た
め
、
水
道
管
路
耐
震
化
工

事
や
配
水
池
耐
震
補
強
工
事
な
ど

を
、
順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
の
際
は
、
交
通
規
制
や
騒
音

な
ど
で
、皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

5月9日、中河原配水池の水を給水車に入れ、
水道局内でビニール製の非常用水槽に給水す
る訓練を行いました。

配水池耐震補強工事

水道管路耐震化工事

　耐震化工事を
　進めています！
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条
例
で
は
、降
り
注
ぐ
太
陽
光
や
河
川
を
流

れ
る
水
の
力
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、そ
の
地
域
に
存
在
す
る「
地
域
固
有
の
資

源
」と
定
め
、
地
域
の
人
に
よ
って
地
域
の
た
め

に
使
わ
れ
る
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、関
わ
る
人
の
役
割
も
定
め
て
い
ま
す
。

市
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
の

促
進
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
実
施
や
、

市
有
施
設
で
の
太
陽
光
発
電
設
備
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
の
率
先
導
入
、
一
層
の
節
電
な
ど
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
と
事
業
者

は
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の
設
置
検
討
の

他
、節
電
な
ど
の
省
エ
ネ
に
努
め
、関
係
イ
ベ
ン

ト
な
ど
市
の
施
策
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

  

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
課
　
☎
33 - 

1
4
2
4

皆
で
取
り
組
む
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー  

利
用
促
進

4
月
1
日
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
を
進
め
る
「
小
田
原
市
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

あ
る
べ
き
姿
と
役
割

市、市民および事業者の役割

再生可能エネルギーの
利用などの促進

●太陽光発電などの設置検討
●省エネの実施

●太陽光発電などの設置検討
●省エネの実施

市　民

●さまざまな施策の実施
●市有施設における省エネルギー機器
　などの率先導入
●一層の節電

小田原市

事業者

市
の
施
策
へ
の
協
力

市
の
施
策
へ
の
協
力

支
援

支
援

協力
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
学
習
機
会
の
提
供
や
、
事
業
用
太
陽
光

発
電
設
備
な
ど
へ
の
支
援
と
し
て
、
事
業
認
定

や
奨
励
金
制
度
な
ど
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
促
進
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
次
の
4
つ
の
条
件
を
満

た
す
事
業
を「
市
民
参
加
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業（
※
）」に
認
定
し
、そ
の
事
業
に
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
認
定
要
件
】

①
市
民
出
資
な
ど
に
よ
る
市
民
の
参
加

②�

地
域
の
防
災
対
策
の
推
進（
停
電
時
の
電
力

供
給
）

③�

地
域
経
済
の
活
性
化（
設
備
建
設
時
に
お
け

る
地
元
事
業
者
の
積
極
的
な
活
用
）

④�

事
業
の
継
続
性（
固
定
価
格
買
取
制
度
の

買
取
期
間（
20
年
）、
事
業
が
継
続
す
る
見

込
み
が
あ
る
こ
と
）

※�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
…
事
業
用
と

し
て
行
う
、国
の
固
定
価
格
買
取
制
度
に
基

づ
い
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

に
よ
る
発
電
事
業

　

国
の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
認
定
を
受
け

た
発
電
設
備
に
は
、
固
定
資
産
税
相
当
額
を

奨
励
金
と
し
て
交
付
し
、
本
市
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

【
交
付
対
象
者
】

　

市
の
償
却
資
産
課
税
台
帳
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
発
電
設
備
の
所
有
者
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
、
市
内
に
事
業
所
の
あ
る

事
業
者

【
交
付
対
象
事
業
】

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
発
電
設
備
で
実

施
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

①�

発
電
設
備
が
市
内
に
あ
る
こ
と

②�

平
成
25
年
1
月
2
日
～
28
年
3
月
31
日
に
、

新
た
に
取
得
し
た
発
電
設
備

③�
市
の
償
却
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

発
電
設
備（
出
力
が
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の

発
電
設
備
は
、
国
の
課
税
標
準
の
特
例
措

置
の
適
用
を
受
け
て
い
る
こ
と
）

【
交
付
金
額
】

　

発
電
設
備（
償
却
資
産
）に
課
さ
れ
た
固
定

資
産
税
相
当
額

【
交
付
対
象
期
間
】

　

新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
た
年
度
か

ら
３
年
度

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
。

※�

発
電
設
備
の
出
力
が
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の

場
合
は
、
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
た

年
度
の
み
対
象
。

　

市
で
は
、
地
域
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域

で
つ
く
り
出
す「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
自
給
」を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
に
優
し
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ

く
る
一
つ
の
施
策
と
し
て
、
広
域
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
小
学
校
の
屋
上
な
ど
を
民
間
事

業
者
に
貸
し
、
民
間
事
業
者
の
事
業
と
し
て
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る「
太
陽
光
発
電

屋
根
貸
し
事
業
」を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
１

月
に
は
、
富
水
小
学
校
、
下
曽
我
小
学
校
、そ

し
て
曽
我
み
の
り
館
の
3
施
設
に
太
陽
光
発

電
設
備
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新

た
に
他
の
小
学
校
な
ど
の
屋
根
を
貸
す
こ
と

で
、こ
の
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
太
陽
光
発
電
の
他
、
小
水
力
発
電
の

事
業
化
に
向
け
た
検
討
や
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
研
究
も
行
って
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
域
自
給
に
向
け
た「
エ
ネ
ル
ギ
ー
計

画
」の
策
定
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「屋根貸し事業」で富水小学校に設置された太陽光発電システム

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
取
り
組
み

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

　 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
奨
励
金

2 　 

市
民
参
加
型

　 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
認
定

1
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市
で
は
、
歳
入
の
中
心
と
な
る

市
税
収
入
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
る
個
人
や
事
業
者
に
対
し
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
な
ど
、

滞
納
解
消
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
税
滞
納
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

納
期
内
の
納
税
、
早
め
の
納
税
相
談
を

市
で
は
、
歳
入
の
中
心
と
な
る

市
税
収
入
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
る
個
人
や
事
業
者
に
対
し
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
な
ど
、

滞
納
解
消
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
、

納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
期
限
後
30
日
以
内
に
督
促
状
を
発

送
し
ま
す
。

金
融
機
関
、
生
命
保
険
会
社
、
勤
務

先
、
官
公
庁
、
取
引
先
な
ど
に
財
産

状
況
を
照
会
し
ま
す
。

※�

法
律
に
基
づ
き
、
本
人
の
了
承
を

得
ず
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

預
貯
金
の
引
き
出
し
や
不
動
産
の
売

却
な
ど
を
制
限
し
ま
す
。

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
強
制
的
に
現

金
に
換
え
、滞
納
市
税
に
充
て
ま
す
。

電
話
や
文
書
に
よ
り
自
主
的
な
納
税

を
促
し
ま
す
。

　
市
税
は
、市
が
福
祉
や
教
育
、道
路
整
備
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。滞
納
に
よ
り
、財

源
が
減
る
こ
と
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障

を
来
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
督
促

状
の
発
送
な
ど
に
も
経
費
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
滞
納
は
、
納
期
内
に
納
税
し
て
い

る
大
多
数
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
税
は
納
期
内
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
納
期
内
に
納
税
が
確
認
で
き
な

い
人
に
督
促
状
を
送
付
し
、
そ
の
後
も
電
話

や
文
書
な
ど
に
よ
り
自
主
的
な
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
納
税
や
相
談
が
な
い

場
合
は
、預
貯
金
や
生
命
保
険
、給
与
、不
動

産
、
売
掛
金
な
ど
の
財
産
を
調
査
し
、
差
し

押
さ
え
ま
す
。
差
し
押
さ
え
た
財
産
は
、
強

制
解
約
や
公
売
な
ど
に
よ
り
現
金
化
し
、
滞

納
市
税
に
充
て
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
、新
た
な
負
担
が
課
さ
れ
ま
す
。

  

市
税
総
務
課
　
☎
33 - 
1
4
1
1

納
税
は
納
期
内
に

滞
納
を
放
置
す
る
と

納

期

限

督
　
促

催
　
告

財
産
調
査

差
し
押
さ
え

換
価
（
現
金
化
）

滞
納
処
分

（
差
し
押
さ
え
）
の
流
れ

差
し
押
さ
え

差し 押 さえ
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納
税 

Ｑ
＆

Ａ

　
　

市
税
を
滞
納
し
て
い
た
ら
、
私
の

承
諾
を
得
ず
に
給
与
を
調
べ
ら
れ
、
給
与

を
差
し
押
さ
え
ら
れ
ま
し
た
。プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

徴
収
担
当
の
職
員
に
は
、
滞
納
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
法
律（
地
方
税
法
、
国

税
徴
収
法
）に
基
づ
く
調
査
権
限
が
あ
り

ま
す
。し
た
が
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
に
は
当
た
り
ま
せ
ん
。

　
　

住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
が
高
額
の
た

め
、
納
税
す
る
お
金
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

税
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
生
命
保
険
の

支
払
い
な
ど
個
人
的
な
債
務
よ
り
優
先
さ

れ
る
も
の
で
す
の
で
、
滞
納
の
理
由
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
個
人
的
な
債
務
を

優
先
し
て
滞
納
と
な
っ
た
場
合
、
財
産
調

査
を
実
施
し
、
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。

　
　

滞
納
が
少
額
な
の
で
、
差
し
押
さ
え

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
す
よ
ね
？

　
　

少
額
で
あ
っ
て
も
滞
納
に
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
財
産
調
査
を
実
施
し
、
差
し

押
さ
え
を
行
い
ま
す
。

　

税
を
滞
納
す
る
と
、
調
査
や
差
し
押
さ
え

な
ど
に
よ
り
社
会
的
信
用
が
失
わ
れ
た
り
、

延
滞
金
の
加
算
に
よ
り
経
済
的
な
不
利
益
を

受
け
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
市
が
滞
納
を
許
し
て
し
ま
え
ば
、

市
民
の
納
税
に
対
す
る
意
欲
が
低
下
し
、
社

会
全
体
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
近
年
、
納
税
に
誠
意

の
み
ら
れ
な
い
人
に
対
す
る
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
度
に
市
が
行
っ
た
差
し
押
さ
え
は
、

6
4
9
件
。
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
現
金
化

し
た
額
は
、
約
1
億
円
で
す
。
25
年
度
に
は
、

不
動
産
の
公
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

民
間
委
託
に
よ
る「
市
税
等
納
付
促
進
セ
ン

タ
ー
」を
24
年
度
に
開
設
し
、滞
納
と
な
っ
た

早
い
段
階
に
、
電
話
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

　

滞
納
処
分
を
強
化
す
る
一
方
で
、
23
年
度

に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
税
で
き
る

仕
組
み
を
整
え
、
25
年
度
に
は
、
郵
送
に
よ

る
口
座
振
替
の
受
け
付
け
を
始
め
る
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
税
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

少
額
の
滞
納
で
も
、
累
積
す
る
と
滞
納
金

額
が
増
え
納
税
で
き
な
く
な
り
、
延
滞
金
が

増
え
続
け
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
差
し
押
さ

え
な
ど
で
強
制
的
に
徴
収
す
る
こ
と
は
本
意

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
や
失
業
、
事
業
の

廃
止
な
ど
、
や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ
り
、

市
税
を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、市
税
総
務
課（
市
役
所
2
階　
7
番
窓

口
）に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
生
活
状
況
や
収
入
状
況
を
踏
ま

え
、
納
税
計
画
を
立
て
、
自
主
的
な
納
税
に

よ
る
滞
納
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
毎
週
火
曜
日
は
、
午
後
7
時
ま
で

窓
口
を
延
長
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
納
期
限
の
日
に
、
指
定
の
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
る
た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

　
手
続
き
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て

い
る
申
込
用
は
が
き（
※
）、
ま
た
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
市
役
所
に
郵
送
し
て
い
た
だ
く
か
、

市
内
の
金
融
機
関
の
窓
口
で
所
定
の
用
紙
に

記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

市
・
県
民
税（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
み
。

●
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
市
民
窓
口

（
小
田
原
駅
東
西
自
由
連
絡
通
路
内
）

平
日
…
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

土
・
日
曜
日
、
祝
日

…
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

●
マ
ロ
ニ
エ
住
民
窓
口

平
日
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

…
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

※�
と
も
に
平
日
以
外
の
納
付
に
は
、
納
付
書

が
必
要
で
す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

税
額
30
万
円
以
下
で
、
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷

さ
れ
て
い
る
納
付
書
は
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

納
税
が
困
難
な
場
合
は

早
め
に
相
談
を

う
っ
か
り
忘
れ
防
止
に

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

休
日
・
夜
間
な
ど
の
納
付
は

次
の
場
所
で 市

税
の
納
付
方
法

差し押さえ件数の推移

0
H19

不動産

（件）

（年度）

債権 ※債権は、預貯金、生命保険、給与、売掛金など
H20 H21 H22 H23 H24 H25

200

400

600

800

100

300

500

700

119
107

201
326

721

640

438
576

531

12 60 58 81 40 46 118

261

478

649622

384
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市
で
は
、
40
歳
か
ら
80
歳
ま
で
の
人
を
対

象
に
、5
歳
ご
と
に
成
人
歯
科
健
診
を
実
施
。

平
成
25
年
度
の
受
診
率
は
2
・
5
パ
ー
セ
ン

ト
と
低
く
、
受
診
者
の
う
ち
約
8
割
は
、
治

療
が
必
要
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
80
歳
で
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
残
そ
う
と
い
う「
8ハ
チ

0マ
ル

2ニ
イ

0マ
ル

運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
は
、「
歯
が
痛
く
な
っ
た
」か
ら

歯
科
医
院
に
行
き
、
治
療
が
終
了
す
る
と
通

院
し
な
く
な
り
ま
す
。し
か
し
、歯
・
口
腔
の

健
康
の
た
め
に
は
、
歯
磨
き
や
歯
間
清
掃
用

具
を
使
っ
た
お
手
入
れ
と
、
歯
科
医
院
で
行

う
年
１
回
程
度
の
歯
科
健
診
や
歯
面
清
掃
、

歯
石
除
去
な
ど
の
お
手
入
れ
が
大
切
で
す
。

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
歯
・
口
腔
の

健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

  

保
健
給
食
課
　
☎
33 - 

1
6
9
1
　

　「
よ
い
歯
の
学
校
」と「
歯
の
衛
生
に
関
す

る
図
画
ポ
ス
タ
ー
並
び
に
歯
科
保
健
啓
発
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」の
作
品
展
を
行
い
ま
す
。

7
月
9
日（
水
）～
16
日（
水
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

市
役
所
２
階
市
民
ロ
ビ
ー

よ
い
歯
の
学
校
と

図
画
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
作
品
展

　

生
活
の
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
る
こ
の
時

期
、歯
を
強
く
す
る
た
め「
食
べ
た
ら
歯
を
磨

く
」習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。市
で
は
、1
歳

6
か
月
、2
歳
、3
歳
の
乳
幼
児
を
対
象
に

歯
科
健
診
を
実
施
。む
し
歯
の
確
認
や
む
し

歯
予
防
の
食
生
活
、
歯
磨
き
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。お
子
さ
ん
の
健
康
な
歯
や
口

腔
の
成
長
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

歯
を
失
う
最
も
多
い
原
因
は
、
歯
周
病
で

す
。
日
本
の
成
人
は
、
約
8
割
が
歯
周
病
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、自
覚
症
状
に
乏
し
く
、

多
く
の
場
合
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
症
状
が

進
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

乳
幼
児
期
の
歯

成
人
期
の
歯

「
悪
化
す
る
前
」
の
予
防

市内小学校では、１年生を対象に歯科医師会の協力により、歯磨き指導を行っています。

成
人
の
８
割
は 

要
治
療

大
切
な
歯
を 

１
本
で
も
多
く

歯
を
失
う
と
、か
む
機
能
や
話
す
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

歯
・
口
腔く

う

の
健
康
は
食
べ
る
喜
び
や
、

話
す
楽
し
み
に
つ
な
が
り
、

身
体
的
な
健
康
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
な
健
康
や
社
会
生
活
に
も
影
響
し
ま
す
。

場
所

日
時

  

健
康
づ
く
り
課
　
☎
47 - 

0
8
2
0

６月１日に、マロニエで「おくちのけんこうフェス
ティバル」を開催。健康な歯の保ち方を広めました。

むし歯や歯周疾患の治療が
必要な人の割合

（平成25年度小田原市成人歯科健診結果より）

6月12日、県西教育事務所、市教育委員会、小
田原歯科医師会、市学校保健会、足柄下郡学校
保健会が審査しました。



O D A W A R A  I N F O R M A T I O Nお だ わ ら 情 報

広報　小田原　2014.7.111

　
後
部
座
席
に
座
る
場
合
も
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。シ
ー
ト
ベ
ル

ト
は
、正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●�

シ
ー
ト
に
深
く
腰
を
か
け
て
着

用
す
る
。

●�

腰
ベ
ル
ト
は
骨
盤
を
巻
く
よ
う

に
し
っ
か
り
締
め
る
。

●�

交
通
事
故
を
起
こ
し
た
と
き
の
責
任
の

重
大
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

●�

出
掛
け
る
際
は
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
交
通
安
全
の「
ひ
と
こ
え
」
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

●�

レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省
な
ど
の
際
は
、
睡
眠
時

間
を
十
分
に
取
り
、
長
時
間
運
転
す
る
場

合
は
、
必
ず
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

後
部
座
席
で
も
忘
れ
ず
に
！

　
県
内
の
交
通
事
故
死
亡
者
が
増
え
て
い

ま
す
。6
月
15
日
現
在
、
死
亡
者
数
は
、

昨
年
同
時
期
に
比
べ
14
人
増
の
82
人
で
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
改
め
て
交
通
安
全
を
意
識

し
て
交
通
事
故
を
防
ぎ
、
楽
し
い
夏
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●�

近
所
の
危
険
箇
所
や
、
安
全
な
通
行
方

法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

7
月
11
日（
金
）～
20
日（
日
）　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

  

地
域
安
全
課
　
☎
33 - 

1
3
9
6

家
族
で
確
認
を
！

安
全
な
運
転
を
！

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
全
員
着
用

　
平
成
26
年
1
月
31
日
の
「
救
急
救
命
士

法
施
行
規
則
」
改
正
に
よ
り
、
救
急
救
命

士
は
新
た
な
救
命
処
置
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
湘
南
地
区
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
と
連
携
し
、

新
た
な
救
命
処
置
を
行
う
た
め
の
講
習
や

医
師
に
よ
る
指
示
体
制
の
整
備
な
ど
を
進

め
て
き
ま
し
た
。7
月
1
日
か
ら
、
新
た
に

認
定
さ
れ
た
救
急
救
命
士
が
、
次
の
2
つ

の
救
命
処
置
を
開
始
し
ま
す
。

●
血
糖
測
定
と
低
血
糖
発
作
へ
の

ブ
ド
ウ
糖
溶
液
の
投
与

低
血
糖
発
作
に
よ
り
意
識
消
失
が
疑
わ

れ
る
傷
病
者
に
対
し
て
血
糖
測
定
を
行

い
、
低
血
糖
の
場
合
は
、
医
師
の
指
示
の

も
と
、
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を
投
与
し
ま
す
。

救
急
救
命
士
の

新
た
な
救
命
処
置

7
月
1
日（
火
）か
ら

救
急
救
命
士
に
よ
る
新
た
な
救
命
処
置
が
開
始

  

消
防
本
部
救
急
課
　
☎
49 - 

4
4
4
1

●�

心
肺
機
能
停
止
前
の
静
脈
路
確
保
と
輸
液

血
圧
が
低
下
し
た
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
傷
病

者
や
、
重
量
物
の
下
敷
き
事
故
で
心
臓

が
停
止
す
る
可
能
性
が
あ
る
傷
病
者
に

対
し
、
医
師
の
指
示
の
も
と
、
静
脈
路
の

確
保
と
点
滴
を
行
い
ま
す
。

●�

肩
ベ
ル
ト
は
首
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
、ま
た
、た
る
ま
な
い
よ

う
に
す
る
。

●�

バ
ッ
ク
ル
の
金
具
は
確
実
に
差

し
込
む
。

●�

ベ
ル
ト
が
ね
じ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
。

　
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
、
津
波
対
策

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
海
開
き
に
合
わ
せ
、
御
幸
の

浜
海
水
浴
場
の
利
用
者
を
対
象
に
実
施
。

当
日
、
同
海
水
浴
場
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、

訓
練
へ
の
参
加
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
7
月
19
日（
土
）午
前
10
時
～
10
時
15
分

　
　
御
幸
の
浜
海
水
浴
場

※�

放
送
設
備
な
ど
で
、
訓
練
開
始
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
訓
練
が
始
ま
っ
た
ら
海
か

ら
上
が
り
、ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
な
ど
の
誘

導
で
堤
防
上
ま
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

7
月
19
日（
土
）

津
波
対
策
訓
練

場
所

日
時   

防
災
対
策
課
　
☎
33 - 

1
8
5
5

ブドウ糖溶液の投与
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入
選
し
た
ア
イ
デ
ア
が
実
際
の
作
品
と
な

り
、
皆
さ
ん
の
投
票
で
賞
が
決
ま
り
ま
す
。

　
　
　  

7
月
19
日（
土
）～
8
月
31
日（
日
）

　
　
　  

7
月
19
日（
土
）～
8
月
17
日（
日
）

　
　
　   

8
月
23
日（
土
）

　
　
　
　
　
　 

箱
根
彫
刻
の
森
美
術
館

（
箱
根
町
二
ノ
平
1
1
2
1
）

ク
ラ
フ
ト
え
い
と（
城
山
1-

9-

9
）

　
市
消
防
本
部
管
内
で
は
、
住
宅
火
災
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
よ
り
火

災
に
早
く
気
づ
き
、
通
報
や
初
期
消
火
で

被
害
を
軽
減
で
き
た
多
く
の
事
例
が
あ
り
ま

す
。
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
煙
や
炎
を
見
た
り
、
焦
げ
臭
い
に
お
い
で

火
災
に
気
づ
き
ま
す
が
、
就
寝
中
や
仕
切
ら

れ
た
部
屋
で
物
事
に
集
中
し
て
い
る
と
き
な

ど
は
、
火
災
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
煙
や
熱
を
感
知

し
、
音
声
や
ブ
ザ
ー
音
で
警
報
す
る
の
が
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
23
年
6
月
1
日
か
ら
全

て
の
住
宅
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。

種
類

●
煙
式 �
火
災
警
報
器
に
入
っ
た
煙
の
濃
度
が

一
定
以
上
に
な
る
と
、
音
声
な
ど
で

警
報
し
ま
す
。

●
熱
式 �

火
災
警
報
器
の
周
囲
が
一
定
の
温
度

に
達
す
る
と
、
音
声
な
ど
で
警
報
し

ま
す
。

設
置
場
所

●�

必
ず
設
置
す
る
場
所

煙
式
を
全
て
の
寝
室
、
寝
室
が
2
階
以

上
に
あ
る
場
合
は
階
段

●�

設
置
を
お
勧
め
す
る
場
所

煙
式
ま
た
は
熱
式
を
台
所
、
火
気
を
使

用
す
る
場
所

【
ケ
ー
ス
1
】

　
ア
パ
ー
ト
の
２
階
に
住
む
女
性
が
火

災
警
報
器
の
音
に
気
づ
き
、屋
外
を
確
認

す
る
と
１
階
の
部
屋
か
ら
煙
が
出
て
い

る
の
を
発
見
。通
報
し
、消
防
隊
が
１
階

の
室
内
で
寝
て
い
た
女
性
を
救
出
し
た
。

こ
の
女
性
は
酒
を
飲
ん
で
、た
ば
こ
に
火

を
つ
け
た
ま
ま
寝
て
し
ま
っ
て
い
た
。

【
ケ
ー
ス
2
】

　
居
住
者
は
、
魚
を
焼
い
て
い
る
途
中

で
別
室
に
行
き
、
火
災
警
報
器
の
音
で

焦
げ
臭
い
に
お
い
に
気
づ
き
、魚
を
焼
い

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。ガ
ス
台
を

見
る
と
炎
が
上
が
っ
て
い
た
た
め
、消
火

し
、通
報
し
た
。

前回入選・受賞作品「サクラ、サク。」

昨年の工作教室のようす

　
小
田
原
・
箱
根
地
域
で
は
、
組く

み

木き

や
秘

密
箱
な
ど
、
遊
び
心
に
満
ち
た「
仕
掛
け

も
の
」
が
多
く
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
技
術
や
伝
統
は
受
け
継
が
れ
、
現
在
で

は
、
箱
を
開
け
る
ま
で
の
過
程
に
楽
し
い

仕
掛
け
が
あ
る「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」
が
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
作

る
こ
と
で
か
ら
く
り
が
分
か
る
工
作
教
室

な
ど
、「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」
の
魅
力
を
体

感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
職
人
さ
ん
か
ら
、
直
接
作
り
方
を
教
え

て
も
ら
え
る
教
室
で
す
。

　
　

7
月
19
日（
土
）～
8
月
中
旬

　
　
小
田
原
市
内
、
箱
根
町
内
な
ど

※
事
前
申
し
込
み
、
材
料
費
が
必
要
。

7
月
19
日（
土
）～
8
月
31
日（
日
）

か
ら
く
り
パ
ズ
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

  

小
田
原
・
箱
根「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」を
広
め
る
会
　
☎
55 - 

7
8
8
7

　  

産
業
政
策
課
　
☎
33 - 

1
5
1
5

※�

期
間
中
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
予
定
で
す
。

※�

詳
し
い
日
程
や
場
所
は
、
小
田

原
・
箱
根「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」を

広
め
る
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

か
ら
く
り
パ
ズ
ル
工
作
教
室

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

  

消
防
本
部
予
防
課
　
☎
49 - 

4
4
2
8

設
置
し
て
よ
か
っ
た
！

実
際
に
あ
っ
た
事
例

寝室

階段

寝室

台所

寝室居室

場
所

日
程

展
示
期
間

投
票
期
間

表 
彰 
式

●必ず設置する場所
●設置をお勧めする場所

か
ら
く
り
パ
ズ
ル
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品

展
示
＆
賞
決
定
投
票

展
示
・
投
票
場
所

あ
な
た
の
家
に
は
設
置
し
て
あ
り
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
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毎
年
8
月
に
、
前
年
の
所
得
状
況
を
も

と
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
な
ど

を
見
直
し
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
と
は
、
入
院
や
外

来
受
診
の
際
に
、
医
療
機
関
で
支
払
う
自

己
負
担
額
を
限
度
額
ま
で
に
す
る
た
め
、

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
保
険
料
未
納
世
帯
の
人
や
、
平
成
25
年

中
の
所
得
を
申
告
し
て
い
な
い
人
は
、
認

定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
、

7
月
初
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

②
70
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

７
月
下
旬
に
送
付
す
る
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
に
、
申
請
書
を
同
封
し
ま
す
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
で

世
帯
全
員
が
非
課
税
の
人

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
、
８
月
以

降
も
認
定
対
象
と
な
る
場
合
は
、
７
月

下
旬
に
新
し
い
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。

①
・
②
の
申
請
方
法

手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
、
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
保
険
課（
市
役
所
２

階
）、
支
所
・
連
絡
所
、
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
住
民
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
年
次
更
新
の
お
知
ら
せ

  

保
険
課
　
☎
33 - 

1
8
4
5（
国
民
健
康
保
険
係
）　 

☎
33 - 

1
8
4
3（
高
齢
者
医
療
係
）

　
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
と
は
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
～
74

歳
の
人
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

7
月
下
旬
に
、
対
象
者
全
員
に
新
し
い

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

　
市
県
民
税
の
課
税
所
得
額
が
１
４
５
万

円
以
上
の
場
合
、
自
己
負
担
割
合
は
３
割

で
す
。
平
成
25
年
中
の
収
入
合
計
に
よ
っ

て
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
２
割（
昭
和
19
年

4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
1
割
）に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
受
給
者
証
に
同
封

の
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
新
し
い
被
保
険
者

証（
保
険
証
）を
7
月
下
旬
ま
で
に
送
付
し

ま
す
。
保
険
証
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
水

色（
上
部
に
青
帯
入
）に
変
わ
り
ま
す
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
7
月
31
日（
木
）で
す
。
期
限
切
れ
の

保
険
証
は
、
保
険
課（
市
役
所
2
階
）、
支

所
・
連
絡
所
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
住
民
窓

口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

8
月
1
日
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、平
成
26

年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル　

ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（
市
部
）部
門
で
、
全
国

１
１
４
点
の
応
募
の
中
か
ら
入
選

し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

よ
る
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
な
ど
の
デ
ザ
イ

ン
性
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
入
選 

！

  

広
報
広
聴
課
　
☎
33 - 

1
2
6
8

●
平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
平
成
25
年
中
の
所
得
に
よ
り
、
正

式
な
年
間
保
険
料
を
計
算
し
ま
す
。

保
険
料
決
定
通
知
書
は
、
7
月
中
旬

に
発
送
予
定
で
す
。

　
平
成
26
年
度
の
保
険
料
率
は
、
所

得
割
率
が
8
・
3
0
パ
ー
セ
ン
ト
、

均
等
割
が
4
万
2
5
8
0
円
で
す
。

　
な
お
、
賦
課
限
度
額
は
57
万
円
で

す
。

●
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
料

　
保
険
料
納
入
通
知
書
は
、
7
月
中

旬
に
発
送
予
定
で
す
。
保
険
料
率
な

ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。



障
が
い
者
の
働
く
場
3

連 載

14

団
体
一
丸
と
な
っ
た
魚
食
普
及
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は「
小
田
原
の
魚
ブ

ラ
ン
ド
化
・
消
費
拡
大
協
議
会
」副
会
長
、

ま
た「
小
田
原
あ
じ
・
地
魚
ま
つ
り
」実
行
委

員
長
を
務
め
、
ま
つ
り
を
成
功
に
収
め
る
な

ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
分
か
り
や
す
い
語
り
口
の
古
川
さ
ん
は
、

自
ら「
料
理
教
室
」な
ど
で
講
師
と
な
り
、
地

魚
や
料
理
道
具
の
知
識
、
さ
ば
き
方
・
食
べ

方
な
ど
を
市
民
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　「
小
田
原
の
魚
の
鮮
度
の
よ
さ
、
お
い
し

さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
焼
く
、

煮
る
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
食
べ
方
も
伝
え

て
い
き
た
い
。
今
後
も
そ
の
普
及
に
、
さ
ら

に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」

　
ま
す
ま
す
、
小
田
原
の
魚
を
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
小
田
原
の
魚
食
文
化
と
生
き
て
き
た

古
川
孝
昭
さ
ん
が
、
水
産
庁
長
官
か
ら「
お

魚
か
た
り
べ
」に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
魚
離
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
、
魚
食
文

化
の
普
及
・
伝
承
に
努
め
て
い
る
人
を
任
命

し
、
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
も
の
で
す
。

　
鮮
魚
店
に
生
ま
れ
育
ち
、
約
40
年
に
わ

た
っ
て
魚
市
場
へ
仕
入
れ
に
通
い
、
鮮
魚
の

加
工
・
販
売
、
鮮
魚
店
や
鮮
魚
料
理
店
の

経
営
に
携
わ
っ
て
き
た
古
川
さ
ん
。「
小
田

原
さ
か
な
普
及
の
会
」会
長
と
し
て
、
小
田

原
の
漁
業
、
水
産
流
通
関
係
者
、
消
費
者

水
産
庁

「
お
魚
か
た
り
べ
」

に
任
命

 

　
小
田
原
駅
か
ら
徒
歩
2
分
の
場
所
に
あ

る
「
え
り
む
」
と
「
ひ
つ
じ
の
家
」
は
、
心

の
病
を
持
つ
人
が
、活
動
す
る
施
設
で
す
。

　
現
在
約
50
人
が
通
い
、
障
が
い
に
応
じ
、

「
え
り
む
」
ま
た
は
「
ひ
つ
じ
の
家
」
で
活

動
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
活
動
す
る
人
は
、

社
会
の
一
員
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。
心
の
病
を
理
解
し
、
受
け
入
れ

る
場
が
少
な
い
中
で
、
N
P
O
法
人
「
一
粒

の
麦
」
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
「
え
り
む
」
で
は
、
店
舗
で
の
食
事
の
提

供
や
配
達
、焼
き
菓
子
の
製
造
販
売
、野
菜

栽
培
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
々
、
店
頭

に
来
る
お
客
さ
ん
や
、宅
配
弁
当
の
注
文
が

増
え
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
ひ
つ
じ
の
家
」
で
は
、
簡
単
な
作
業
を

行
っ
た
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　
「
心
の
病
を
持
つ
人
が
、精
神
的
に
自
立

し
、安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
提
供
し

た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。心
の
病
を
持
つ

人
を
自
然
に
受
け
入
れ
る
社
会
が
来
る
こ

と
を
信
じ
て
、
日
々
歩
み
続
け
て
い
ま
す
」

と
理
事
長
の
成な

る

尾お

匡き
ょ
う

一い
ち

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

「
え
り
む
」と「
ひ
つ
じ
の
家
」

え
り
む（
城
山
1-

6-

18
）

・
就
労
継
続
支
援
事
業
所

ひ
つ
じ
の
家（
同
右
）

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「魚のプロ」が
「魚 離 れ」を
食 い 止 め る

5月15日に手渡された任命状

古川孝昭さん

店舗で提供する食事や配達用の弁当を調理

書道に取り組む利用者 《 連 載 》 小 田 原 の ア ー ト シ ー ン
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提灯の蓋を作っているんだ。切
り込みを入れた部分を金具で固
定し、木を提灯の大きさに合わ
せるんだ。

火袋には段差などがあるか
ら、文字を何回もなぞって
きれいに仕上げるんだ。

提灯づくりは分業制で、竹ひ
ごに紙を貼る火袋づくりや、
蓋に色を塗るのは、他のお店
の作業なんだ。火袋に文字な
どを入れて蓋と組み合わせる
と、小田原提灯になるんだ。

取っ手をつける部分だよ。裏側
に飛び出たくぎは、折り曲げて
提灯の紙の部分「火

ひ

袋
ぶくろ

」と蓋をつ
なげる役目もするんだ。

蓋の形と大きさは上
下で違うんだよ。上
下の蓋が重なるか
ら、折り畳むと小さ
くなるんだ。

みかんちゃんとジョー君の

もの知りで優しいみかんちゃんと、やんちゃなジョー君が、
市内地場産業の事業所を訪ねます。

木を曲げて切り込みを入れているよ。 火袋に文字を書き入れているよ。

部品が組み合わされたよ。

2種類の蓋があるよ。

蓋にくぎを打ちつけているよ。

木は水につけて柔らかくして
曲げやすくするのよ。

穴が開いているのが上の蓋なのよ。

くぎは折り曲げやすい
ように、一度焼いて
軟らかくしているのよ。

これも山﨑提灯店が
作ったものなのよ。

文字以外にも、
家紋などを入れることも
あるのよ。

小さい提灯や特別な大きさの
提灯は、全ての工程を
このお店でやっているのよ。

小田原駅の
大きな提灯だ！

長さ4m50cm、直径2m50cm

 15 山﨑提
ちょう

灯
ち ん

店の巻（小田原提灯）
山﨑提灯店
所在　飯田岡610

山﨑提灯店は、明治時代の終わり頃から
100年以上続く提灯店です。伝統的な小
田原提灯をはじめ、さまざまな提灯の製
作を行う他、提灯の紙の張り替え、文字
入れなど注文に応じて作業しています。

今回は、四代目の山
﨑勇さんと、五代目
の高史さんに案内
してもらいました。
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6月1日現在 小田原市の人口 195,284人　80,113世帯

 毎月1日発行
No.1110

　
じ
ゃ
が
い
も
を
使
っ
た
料
理
は
子
ど

も
に
人
気
が
あ
り
、学
校
給
食
に
欠
か

せ
ま
せ
ん
。給
食
で
は
、5
月
頃
か
ら

「
新
じ
ゃ
が
」を
使
い
始
め
ま
す
。「
新

じ
ゃ
が
」は
、収
穫
後
貯
蔵
せ
ず
に
出
荷

さ
れ
る
た
め
、皮
は
薄
く
、軟
ら
か
く
て

水
々
し
い
の
が
特
徴
で
す
。ビ
タ
ミ
ン
C

も
豊
富
に
含
ま
れ
、和
食
、洋
食
、中
華

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
合
う
た
め
、

調
理
法
や
味
付
け
を
工
夫
し
、献
立
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
献
立
は
、「
新
じ
ゃ
が
の
ミ
ー

ト
焼
き
」。蒸
し
た
じ
ゃ
が
い
も
に
ミ
ー

ト
ソ
ー
ス
と
チ
ー
ズ
を
か
け
、オ
ー
ブ
ン

で
焼
き
ま
す
。容
器
に
つ
い
た
チ
ー
ズ
ま

で
取
っ
て
食
べ
る
子
ど
も
の
姿
や
、笑
顔

に
励
ま
さ
れ
、喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　「
心
優
し
く
、た
く
ま
し
い
桜
井
っ
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
」

　
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、こ
れ
か
ら
も

「
食
」に
つ
い
て
伝
え
て
い
き
ま
す
。

旬の食材で
四季を感じる
桜井小学校

新じゃがのミート焼き。ビタミンCが多く含まれた「新
じゃが」は水々しく、チーズとの相性ピッタリ。

「食」に関する豆知識を、かわいいイラストとともに紹介。

●新じゃがいも　中３個（1cm程度のいちょう切り）
●豚ひき肉  120g
●新にんじん  1／3本（みじん切り）
●新たまねぎ　中1／2個（みじん切り）
●油　適量　●ナツメグ・オールスパイス  少々
●塩・こしょう  少々　●ピザ用チーズ　大さじ４
●A（中濃ソース  大さじ1、ケチャップ  大さじ3、
  トマトピューレ  大さじ3、つぶしたホールトマト  
  大さじ２）

材　料
じゃがいもは、皮つきのままよく洗い、いちょう切りにし
てゆでる。
油を熱し、豚ひき肉を炒め、ぽろぽろになったらナツメ
グ・オールスパイスを加える。
❷ににんじんとたまねぎを入れ、塩・こしょうを加える。野菜
に火が通ってきたら、Ａの調味料を入れ、２分ほど煮詰める。
グラタン皿に、じゃがいも、❸でできたミートソース、
チーズの順に乗せ、チーズが溶けるまでオーブントース
ターで５分ほど焼く。お弁当に入れる場合は、アルミカップ
に小分けにして焼く。

❶

❷

❸

❹

作り方

新じゃがのミート焼き （4人分）
※ご家庭での作り方

じゃがいも、にんじん、たまねぎは「新」の物を使用。
季節に合わせ、「新じゃが」の代わりに、かぼちゃや
さといもなどでアレンジできます。

新
じ
ゃ
が
い
も

　
海
、
山
、
里
な
ど
か
ら
、
四
季
折
々

の
食
材
を
得
ら
れ
る
日
本
。
地
域
ご

と
に
さ
ま
ざ
ま
な
食
文
化
を
築
き
、

そ
の
季
節
に
し
か
味
わ
え
な
い
旬
の
食

材
を
取
り
入
れ
、
自
然
の
恵
み
や
動

植
物
の
命
に
感
謝
し
な
が
ら
食
事
を

し
て
き
ま
し
た
。

　
給
食
に
旬
の
食
材
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
四
季
の
あ
る
日
本
の
よ
さ

を
伝
え
、
そ
の
お
い
し
さ
を
食
し
て
ほ

し
い
と
、
献
立
を
考
え
て
い
ま
す
。

その 3

栄養士・柳川理沙さん

今
日
の
献
立
は
何
だ
ろ
う
？

季
節
を
感
じ
、

地
域
の
恵
み
を
い
た
だ
く
献
立
・
・
・

学
校
給
食
を

の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
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